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施設内ユニット

津波 液状化 揺れ 火災
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地震発生後の経過日数

生産施設の被害の特徴生産施設の被害の特徴  

リスク低減に有効な対策リスク低減に有効な対策  

（生産停止） 

（通常時生産量） 

施設機能の半分程度は 
最低限確保したい 

1週間（7日）以内に最低限の機能を復旧したい 

＜施設被害の内訳＞＜施設被害の内訳＞  ＜施設機能（製品製造）の復旧過程＞＜施設機能（製品製造）の復旧過程＞  

現状 

地震時では、地震時では、  

様々な被害が複合様々な被害が複合して発生します。して発生します。  

吉川研究室（災害軽減工学） 
S H I N O Z U K A

R E S E A R C H

I N S T I T U T E

生産施設の地震リスクマネジメント生産施設の地震リスクマネジメント  

自社の資産や利益を守り、かつ公衆災害を防止する対策を立案できます。自社の資産や利益を守り、かつ公衆災害を防止する対策を立案できます。  

揺れの被害揺れの被害  

火災被害火災被害  

津波や液状化被害津波や液状化被害  

有害物質の漏洩・拡散有害物質の漏洩・拡散  

火災の影響が火災の影響が
大きい大きい  

リスク低減にはリスク低減には  

火災（出火火災（出火//延焼）対策が有効延焼）対策が有効  
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地震発生 

対策後 


